
学校番号 ４０９ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「新詳 世界史Ｂ」 （帝国書院） 

副教材等 自作プリント等 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史的事象の因果関係によく注目して、なぜその出来事が起こったのかという流れを理解しま 

しょう。 

・教科書・ノートなど毎回忘れ物のないように授業に臨みましょう。 

・グループワーク等では、グループ内で積極的な意見交換を行いましょう。 

・授業を通して、歴史的事象に対する自分なりの意見・考えを持てるようにしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・世界の歴史の枠組みと展開を地理的条件にも関連づけ理解させる。 

・文化の多様性と現代社会の特質を広い視野から考察させ、国際社会に主体的に生きるための自覚

を培う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史の大きな枠

組みと流れに対する関

心と課題意識を高め，

意欲的に追究するとと

もに，国際社会に主体

的に生きる国家・社会

の一員としての責任を

果たそうとする。 

世界の歴史から課題を

見いだし，文化の多様

性と現代世界の特質を

世界史的視野に立って

多面的・多角的に考察

するとともに，国際社

会の変化を踏まえ公正

に判断する。 

世界の歴史について

の諸資料を収集し，有

用な情報を選択して

活用することを通し

て歴史的事象を追究

する方法を身に付け

るとともに，追究し考

察した過程や結果を

適切に表現する。 

世界の歴史について

の基本的な事柄を，我

が国の歴史と関連付

けながら理解し，その

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

発表 

ノート・プリントなど 

 

学習状況の観察 

発表 

ノート・プリントなど 

定期考査 

 

学習状況の観察 

ノート・プリントな

ど 

定期考査 

 

 

学習状況の観察 

ノート・プリントな

ど 

定期考査 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

海
洋
に
よ
る
世
界
の
一
体
化 

西ヨーロッパの覇権争いと

世界的な分業体制の拡大 

･イギリス革命からウェス

トファリア条約に至る国際

関係を学ぶ。あわせてイギ

リスでは産業革命の起こる

条件が整ったことを学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a: ヨーロッパ各国の変革と主

権国家体制に関心を持ち、追求

している。 

b: 英仏の覇権争いがなぜ世界

各地に及んだのかを考察し、表

現できる。 

c: 地図や図表からヨーロッパ

の国境の変化や、英仏の覇権争

いなどを指摘できる。 

d: ヨーロッパ各国で近代的な

国際関係が形成されていった

ことを理解する。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 

環大西洋革命～工業文明と

国民国家の誕生 

･環大西洋革命が相互に関

連して、ナショナリズムの

意識を広げて国民国家を形

成していったことを学ぶ。 

 

○ ○ ○ ○ a: 産業革命・市民革命の前後

で，生活や社会のあり方がどの

ように変化したかを，さまざま

な視点から追究している。 

b: 産業革命で変化した社会，

およびアメリカ独立・フランス

革命によって形成された「国民

国家」は，従来とはどのような

点で異なるのか説明できる。 

ｃ: 産業革命の展開や国民意

識の広がりを，地図や図表など

の各種資料を活用して指摘で

きる。 

d: 産業革命による社会の変化

のようすや，環大西洋革命によ

って国民意識が形成されてい

くことを理解している。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 



イギリスの覇権と欧米の国

民国家建設 

・イギリスの覇権について

学ぶとともに，ウィーン体

制が自由主義の広がりの中

で崩壊していく過程と社会

主義思想の形成を学ぶ。ま

たロシア・イタリア・ドイ

ツ・アメリカなどの国民国

家の形成過程を学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a: イタリア・ドイツなどヨー

ロッパ各地で国民国家が形成

されていった過程に関心がも

てる。 産業革命と帝国の確立

によって、イギリスが勢力を誇

り、自由主義を主張したこと、

また、自由主義はイギリスの社

会にも影響を与えたことを理

解する。 

b: イタリアとドイツの統一を

例に，国民国家の形成過程を考

察し，表現できる。19 世紀の

イギリスの覇権と近代世界シ

ステムについて総合的に考察

している。 

c: 地図や年表などを用いて，

国民国家の形成過程を指摘で

きる。ウィーン体制下のヨーロ

ッパについて、旧秩序の回復を

図る勢力と国民国家をめざす

勢力とが対抗することを地図

などの各種資料から把握でき

る。 

d: 欧米各国が国民国家として

の体制を整えていく過程を理

解している。 19 世紀前半の文

化的潮流（ロマン主義）が自由

主義･ナショナリズムの高まり

と呼応していたことを理解し

ている。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 



世界の一体化の進展とアジ

アの変容 

・欧米諸国によってアジア

の植民地化が進んでいく状

況を地域ごとに学ぶ。また

植民地が政治的支配を受け

ただけでなく，経済的にも

従属していった過程を学ぶ

とともに，あわせて植民地

化 

○ ○ ○ ○ a: アジア各地域の植民地化の

過程や改革への模索に関心を

もち，追究している。イスラー

ム世界は、軍事的劣勢になり、

さまざまな問題があらわにな

ってきたことを理解できる。 

b: 欧米諸国の進出に対するア

ジア各地域の動きを考察し，表

現できている。 

c: 地図などの各種資料を活用

し，欧米諸国の進出にさらされ

たアジア各地域の状況を指摘

できる。 

d: 欧米諸国の進出に対するア

ジア各地域の外交・内政につい

て理解するとともに，アジア諸

国間の国際関係について理解

している。る。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 



２
学
期 

地
域
社
会
形
成
の
模
索 

世界の一体化の完成とその

影響 

１ 帝国主義と世界分割競

争 

第２次産業革命の中，帝国

主義の時代が始まり，欧米

諸国による世界分割が進む

ことを学ぶとともに，アジ

アにおける対応のようすを

各地域の特色をふまえなが

ら学ぶ。 

○ ○ ○ ○ a: 帝国主義による世界の一体

化が進む中，それにより圧迫さ

れたアジア・アフリカの動きに

関心をもち，追究している。 

b: 植民地支配＝文明化と正当

化するヨーロッパの思想を，批

判的にとらえることができる。

また欧米諸国のアジア進出が，

各地域のナショナリズムを高

揚させる契機になったことを

考察し，表現できる。イスラー

ムが地域・民族をこえて拡大で

きた理由とその影響について

考察し，表現できる。 

c: 交通・通信の発達と世界の

一体化との関連を，地図などの

各種資料を用いて説明できる。

資料・地図などを活用して，イ

スラームの特色・広がりを考察

できる。 

d: 欧米諸国が植民地を求めた

理由として市場と原料供給地

が必要であったこと，植民地化

をまぬかれた国では欧米諸国

の圧力に対する変革が模索さ

れていたことについて理解し

ている。イスラーム成立の背景

と，地域・民族のわくをこえて

拡大する理由について，イスラ

ームの普遍性という観点から

理解できている。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 



地
域
社
会
形
成
の
模
索 

世界大戦の時代 

・「世界戦争」の時代にお

いては，アジアのナショナ

リズムの高揚，社会主義国

家の誕生，大衆社会の出現，

ファシズムの台頭などが相

互に関連した現象であった

ことを理解させ，考察させ

る。国際平和への努力もあ

わせて理解させ，考察させ

る。さらに戦後世界のわく

組みが米ソを中心に形成さ

れていくことを理解させ，

考察させる。 

○ ○ ○ ○ a: 二つの世界大戦がこれ

までとは違う総力戦である

ことを理解し，追究してい

る。 

b: 総力戦を支えた社会体制

と，総力戦がもたらした影響に

ついて考察し，表現できる。 

c: 写真や映像などの資料を活

用して，総力戦の実態やそれが

もたらした社会的影響を例示

できる。 

d: 第一次世界大戦と第二次世

界大戦とで，「戦勝国」の，戦

後処理を視野にいれた終戦ま

での動向に大きな相違がある

ことを理解している。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 

地
域
社
会
形
成
の
模
索 

東西冷戦から多極的国際社

会へ 

・アメリカの覇権，冷戦の

展開，米ソ二極時代の終焉

といった一連の流れととも

に，地域紛争，西欧と日本

の台頭に伴うアメリカの覇

権の動揺，社会主義陣営の

分裂と経済の低迷，アジア

各地域の動向について学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 戦後世界の画期となった動

きや事件に興味・関心をもて

る。 

b: 戦後世界における資本主義

陣営と社会主義陣営，第三勢力

それぞれの動向を考察し，表現

できる。 

c: 戦後世界の画期となった動

きや事件について，各種資料を

用いて因果関係を指摘できる。 

d: 戦後世界の画期となった動

きや事件について理解してい

る。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 



３
学
期 

地
域
社
会
形
成
の
模
索 

相互依存を深める世界 

・冷戦の終結がソ連と東欧

社会主義圏を解体させたこ

と，地域統合が進展すると

ともに，BRICs のような新興

国の伸長がみられることを

理解させる。また，20 世紀

末から21世紀にかけてグロ

ーバル化が進展する中で，

新たな世界秩序が模索され

ていることにふれ，これか

らの世界について展望させ

る。 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 地域紛争や新しい形の紛争

（テロ），地域統合の進展，新

興国の勃興，地球環境問題など

に関心をもち，追究している。 

b: 地域紛争，地域統合の進展，

新興国の動向，地球環境問題な

どについて考察し，表現でき

る。 

c: 新聞の国際面などに報道さ

れているできごとの背景を，教

科書の説明を参考にしつつ指

摘できる。 

d: 冷戦後も世界には解決すべ

きさまざまな問題がある一方

で，ヨーロッパやアジアなどで

は新たな地域協力の形が模索

されていることを理解してい

る。 

観察 

発表 

ノート・プ

リントなど 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


